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Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
は
、
「
女

性
の
時
間
の
使
い
方
と
旅
行
に
関

す
る
調
査
」
を
実
施
し
た
。
女
性

の
就
業
率
は
年
々
上
昇
し
、
２
０

１
１
年
度
の
生
産
年
齢
の
労
働
力

率
は

・
０
％
と
過
去
最
高
と
な

っ
た
。
従
来
、
女
性
は
旅
行
へ
の

関
心
が
高
く
、
旅
行
市
場
の
け
ん

引
役
を
担
っ
て
き
た
が
、
よ
り
多

く
の
女
性
が
働
く
こ
と
は
旅
行
市

場
へ
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

か
。同
調
査
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

　
調
査
は
５
月
７
、
８
日
、
過
去

３
年
以
内
に
宿
泊
を
伴
う
国
内
旅

行
、
ま
た
は
海
外
旅
行
へ
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
、首
都
圏
、中
京
圏
、

関
西
圏
在
住
の
女
性

～

歳
を

対
象
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
実

施
。
回
答
者
数
は
２
０
６
０
人
。

　
回
答
者
の
旅
行
頻
度
を
就
業
形

態
別
に
み
る
と
、
「
フ
ル
タ
イ
ム

（
正
社
員
）
」
が
国
内
、
海
外
と

も
に
頻
度
が
高
い
結
果
と
な
っ
た

＝
国
内
・
図
１
。
日
頃
は
仕
事
に

時
間
を
割
か
ざ
る
を
得
な
く
て

も
、
安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
る

立
場
で
あ
る
こ
と
は
、
旅
行
に
行

く
こ
と
の
後
押
し
を
し
て
く
れ
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
ま
た
、
「
働
い
て
い
な
い
人

（
専
業
主
婦
、
学
生
）
」
の
旅
行

頻
度
も
比
較
的
高
く
、
国
内
旅
行

に
関
し
て
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
（
正

社
員
）
に
次
い
で
高
い
。

　
国
内
旅
行
の
同
行
者
に
関
し
て

は
、
全
体
で
は
「
夫
婦
や
カ
ッ
プ

ル
の
み
の
旅
行
」
（

・
１
％
）

と
「
友
人
と
の
旅
行
」
（

・
８

％
）
が
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
た
。
特

に
年
代
別
の
特
徴
と
し
て
、

代

を
ボ
ト
ム
に
年
齢
が
上
が
る
に
つ

れ
、
「
夫
婦
や
カ
ッ
プ
ル
の
み
」

と
「
友
人
」
と
の
旅
行
が
増
え
る

傾
向
に
あ
る
。
就
業
形
態
別
で
は

フ
ル
タ
イ
ム
（
正
社
員
）
は
「
友

人
と
の
旅
行
」が
他
よ
り
高
い
が
、

「
夫
婦
、カ
ッ
プ
ル
の
み
の
旅
行
」

も
多
く
、
旅
行
頻
度
が
高
い
こ
と

か
ら
も
、
旅
行
先
に
応
じ
て
同
行

者
を
代
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

　
旅
行
の
決
定
権
を
持
つ
人
は

「
自
分
」
と
い
う
人
が
全
体
で


・
４
％
と
最
も
高
か
っ
た
＝
図

２
。
フ
ル
タ
イ
ム
（
正
社
員
）
で

働
く
女
性
は

・
８
％
と
、
さ
ら

に
高
い
。
一
方
、
決
定
権
は
「
配

偶
者
」
と
答
え
た
割
合
は
全
体
で


・
３
％
だ
が
、
働
い
て
い
な
い

人
（

・
４
％
）
は
フ
ル
タ
イ
ム

（
正
社
員

・
９
％
、
契
約
社
員


・
５
％
）
に
比
べ
て
割
合
が
高

い
。
「
お
金
を
出
す
人
が
決
定
権

を
握
る
」
と
い
う
形
が
見
え
て
く

る
。

　
旅
行
決
定
の
際
に
重
視
す
る
こ

と
は
全
体
で
は
「
お
い
し
い
も
の

が
食
べ
ら
れ
る
か
」
が

・
８
％

と
最
も
高
く
、
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
る
か
」
が

・
０
％
と
続
い

た
＝
図
３
。

　
就
業
形
態
別
で
は
あ
ま
り
大
き

な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
フ

ル
タ
イ
ム
は
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
か
」
（

・
１
％
）
が
他
よ

り
高
い
。
「
金
額
が
安
い
」
こ
と

を
重
視
す
る
か
ど
う
か
に
関
し
て

は
、
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
・
嘱

託
が
他
よ
り
高
か
っ
た
。
ま
た
、

働
い
て
い
な
い
女
性
は
、
「
訪
れ

る
の
に
良
い
時
期
か
」
が
他
よ
り

高
く
な
り
、
時
間
を
自
分
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
分
、
ベ
ス
ト
シ

ー
ズ
ン
で
あ
る
か
ど
う
か
を
重
視

す
る
傾
向
が
あ
る
と
言
え
る
。

　
ま
と
め

　
旅
行
に
関
し
て
み
る
と
、
フ
ル

タ
イ
ム
で
働
く
女
性
は
、
旅
行
の

頻
度
が
高
く
、
旅
行
の
決
定
権
を

持
っ
て
い
る
割
合
も
高
い
傾
向
が

み
ら
れ
た
。
一
見
、
女
性
の
就
労

は
女
性
の
時
間
的
な
余
裕
を
減
ら

し
、
旅
行
頻
度
が
低
く
な
り
そ
う

な
印
象
を
受
け
る
が
、
む
し
ろ
経

済
的
に
自
立
を
す
る
こ
と
で
、
よ

り
旅
行
へ
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
言
え
そ
う
だ
。


